
 

  
豊
川
幼
児
殺
人
事
件
弁
護
団
は
、
５
～
６
月
頃
を
目
途
に
名
古
屋
高
等

裁
判
所
へ
第
一
次
再
審
請
求
を
提
出
す
る
予
定
で
い
ま
す
。 

 

え
ん
罪
・
豊
川
幼
児
殺
人
事
件
田
邉
さ
ん
を
守
る
会
と
し
て
も
、
弁
護

団
に
呼
応
し
て
、
こ
の
間
６
回
に
わ
た
る
現
場
学
習
・
検
証
し
て
き
た
も

の
を
整
理
し
な
が
ら
「
中
間
ま
と
め
」
と
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
事
件
の
ス
ト
リ
ー
を
順
路
を
追
っ
て
、
目
次
の
み
紹
介
し
ま
す
。 

 

▽
警
察
の
初
動
捜
査
ミ
ス 
▽
ウ
エ
ー
ブ
駐
車
場
で
ワ
ゴ
ン
R
が
被
害
者
の

斜
め
前
方
に
い
た
か
、
い
な
か
っ
た
か
の
状
況
証
言 

▽
犯
行
時
間
（
被
告
人

は
、
原
付
音
で
目
が
覚
め
る
。
原
付
音
は
駐
車
場
に
入
っ
て
き
た
と
き
か
、
出

る
と
き
か
、
核
心
部
）
＝
高
裁
判
決
文
に
回
答
あ
り
。 

▽
幼
児
を
略
取
す
る

動
機
が
成
り
立
た
な
い
。
核
心
部
の
秘
密
の
暴
露
が
無
知
の
暴
露
に
。 

▽
動

機
づ
く
り
「
秘
密
の
暴
露
を
意
識
し
て
の
誘
導
取
り
調
べ
（
元
妻
の
供
述
調
書

よ
り
）。
ま
た
、
犯
行
動
機
の
教
え
方
に
つ
い
て
は
、
何
回
か
叱
ら
れ
て
い
て
、

今
回
に
限
っ
た
こ
と
で
な
い
。 

▽
ワ
ゴ
ン
R
の
売
却
（
証
拠
隠
滅
と
見
る
も
・
・
・
） 

▽
山
桃
信
号
機
の

点
滅
は 

▽
国
道
23
号
線
で
の
急
ブ
レ
ー
キ
の
意
味
す
る
も
の 

▽
な
ぜ
置

き
去
り
場
所
が
御
津
緑
地
公
園
か 

▽
殺
害
方
法
の
変
遷 

▽
自
白
の
み
の

投
棄
場
所 

▽
投
棄
実
験
の
結
果
（
頭
か
ら
海
面
に
落
ち
た
・
・
・
疑
わ
し
い
） 

▽
漂
流
実
験
結
果 

▽
な
お
、
漂
流
の
矛
盾 

▽
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
開
示
請
求 

▽
復
路
の
時
間
の
空
白 

▽
た
っ
た
今
、
殺
害
し
た
人
が
な
ぜ
略
取
現
場
に
戻

る
。
高
裁
判
決
の
よ
う
に
、
行
ず
り
殺
人
な
ら
な
お
さ
ら
の
こ
と 

▽
そ
の
他 

 

▽
判
決 

▽
「
守
る
会
」
と
し
て
の
中
間
ま
と
め
、
で
整
理
し
て
み
ま
し
た
。 

こ
の
中
間
ま
と
め
は
、
事
件
の
要
旨
で
あ
り
「
守
る
会
」
と
し
て
さ
ら
に
検

証
を
加
え
、
一
日
で
も
早
く
田
邉
さ
ん
を
社
会
復
帰
さ
せ
る
思
い
で
い
ま
す
。 

この「まとめ」は、守る会結成４年間の現場学習や

実験・検証してきた集大成であります。 

ときには、名古屋市志段味の外車専門店まで行きサ

ファリー車の構造を聴いたり、安城市まで出かけ、ダ

ミー人形の作成の相談に出かけたり、地元・佐脇浜の

船頭さんに協力してもらい水深や海水採取をしてき

ました。 

また、弁護団と一緒になって数度にわたり深夜の漂

流実験や投棄実験を行ってきました。 

さらに、他の冤罪事件を参考にし、多くの方の協力

を得て「まとめ」を作ることができました。 

 

神藤常晴さん（豊橋市在住）から川柳 

 

・豊川の 記時流れに 冤罪うつり 

・脅迫も 自白と書けば 文句も言えず 

・豊川は 昔工廠 今冤罪 

再
審
に
向
け
て
、
豊
川
幼
児
殺
人
事
件
の
中
間
ま
と
め
完
成 

「守る会」の中間まとめの思い 

豊川幼児殺人事件田邉さんを守る会ＮＥＷＳ 
発行：国民救援会愛知県本部気付 FAX：052-251-8736 

「守る会」の行動提起 

 弁護団は、日弁連に対し「豊川

事件」の支援要請を行いました。 

また、名古屋高裁や名地検に対し

ても関係資料の準備に入っていま

す。 

「守る会」は、国民救援会愛知県

本部と連携しながら、①各種要請

行動に積極的に参加する。②役員

会で再審請求の「骨子」を学習し、

さらなる実験・検証に生かす。③

再審請求の報告会を地元マスコミ

にも呼び掛け、100名規模の「豊

川事件」学習会を開催し、地元で

冤罪事件を風化させない。 

 

 

 

△ボートを出しての漂流実験・投棄実験 


